
4.3高度な基幹システム連係

【準備作業】

【通常操作】

【想定するフォルダー構成】
c:Ap\JCAXlateに”無償ツール”をインストールします。
そしてJCAVlate下に下記のような３つのサブフォルダーを作成してください。

c:\Ａｐ JCAXlate out_jca 基幹システムから出力したｃｓｖファイルを置くフォルダー
out_replace 基幹システムの出力ファイルを元に項目を再配置し、情報を付加した印刷用ファイル
out_calc さらに項目間計算、合計計算値を付加した印刷用ファイル

基幹システムから出力したデータはout_jca\DNQ_STD_JCAOUT.csvに保存してください。

基幹システムの出力確認

項目再配置プログラムの設定

スクリプトを実行する。
（１）データを編集
（２）統一伝票印刷

４．３．１　出力形式確認

４．３．５　通常操作

項目間計算プログラムの設定

バッチ処理のためのスクリプト作
成

４．３．２　項目再配置

４．３．３　項目間計算

４．３．４　バッチ処理設定

基幹システムからｃｓｖ形式で出力することが前提です。
データ項目の並び順は問いません。

項目再配置プログラム
印刷データに求められるデータ項目の並び順に変更します。

項目間計算プログラム
数量合計、金額合計などを計算し、印刷データにセットします。

vbsスクリプト作成
バッチ実行可能にするためにスクリプトを作成します。
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項目再配置／項目間計算処理の後、データはout_calc\DNQ_STD_CALCOUT.csvに作成されます。
そして統一伝票印刷プログラムの印刷データファイルにコピーされて印刷されます。
この間の処理はすべてバッチ処理でおこないます。
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４．３．１　出力形式確認
基幹システムから出力するデータは下記の必用最低条件を確認ください。
（１）数値の３桁カンマ編集を行わないで下さい。印刷時にセットできます。
（２）ＣＳＶファイル中にダブルクォーテーション(")、シングルクォーテーション(')を含まないようにしてください。
（３）ＣＳＶファイル中に項目を区切るためのカンマ以外のユーザーデータとしてのカンマを含まないようにしてください。
（４）数量や金額など半角文字であることを確認してください。

４．３．２　項目再配置
（１）基幹システムから出力したデータの項目定義

基幹システムから出力したデータの項目の並び順が必要です。この情報を元に項目再配置の指定が可能になります。
基幹システムから出力したデータはout_jca\DNQ_STD_JCAOUT.csvに保存してください。
下記は項目並び順定義のひとつの例です。

No 項目名 桁数 小数 ﾀｲﾌﾟ ｽﾀｰﾄ ｴﾝﾄﾞ 表示位置 備考
1 レコード区分 1 文字 1 1 1 ’A’固定
2 データ区分 2 数値 2 3 2 ’00’固定
3 処理日付 6 数値 4 9 6 YYMMDD　（西暦下２桁 年月日）
4 処理時間 6 数値 10 15 6 HHMMSS　（時分秒）
5 データ日付 6 数値 16 21 6 伝票発注日　YYMMDD　（西暦下２桁 年月日）
6 データ送信先 8 文字 22 29 8 ’△’固定
7 最終送信先 8 文字 30 37 8 貴社取引先コード(６桁)＋’00’ oｒ 振分コード(２桁)
8 直接送信先 8 文字 38 45 8 貴社取引先コード(６桁)＋’00’ oｒ 振分コード(２桁)
9 レコードサイズ 3 文字 46 48 3  ’△’固定

10 レコード件数 6 文字 49 54 6 ’△’固定
11 帳票枚数 5 文字 55 59 5 ’△’固定
12 Ｆｉｌｌｅｒ 69 文字 60 128 69 ’△’固定
13 レコード区分 1 文字 1 1 1  ’B’固定
14 データ区分 2 数値 2 3 2  ’01’固定
15 伝票番号 9 数値 4 12 9 ’999999999’の場合は、週間予定データ7
16 法人コード 4 数値 13 16 4 法人コード(４桁) 2
17 店舗コード 5 数値 17 21 5  ’00’ ＋ 組織(店舗)コード(3桁) 4
18 分類コード 4 数値 22 25 4 部門コード(４桁) 5
19 伝票区分 2 数値 26 27 2  ’20’固定6
20 発注日 6 数値 28 33 6  ＹＹＭＭＤＤ　（西暦下２桁 年月日） 10
21 納品日 6 数値 34 39 6 ＹＹＭＭＤＤ　（西暦下２桁 年月日） 11
22 取引先コード 6  数値 40 45 6 8
23 便 2 数値 46 47 2  ’00’(未指定)、’01’(1便)、’02’(2便)、’03’(3便) 26
24 限度日付 6 数値 48 53 6  ＹＹＭＭＤＤ　（西暦下２桁 年月日） 1
25 店舗名 16 文字 54 69 16  カナ店舗名3
26 取引先名 16 文字 70 85 16 カナ取引先名9
27 Ｆｉｌｌｅｒ 43 文字 86 128 43  ’△’固定
28  レコード区分 1 文字 1 1 1  ’D’固定
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29  データ区分 2 数値 2 3 2  ’01’固定
30  行番号 2 数値 4 5 2 99
31 JANコード 13 数値 6 18 13 スキャンコード15
32 入数 4 数値 19 22 4 発注入数　9(4) 16
33  口数 4 数値 23 26 4 発注ケース数　9(4) 17
34 単位 2  文字 27 28 2 発注単位18
35 数量 6 1 数値 29 34 6 発注個数　9(5)v9 19
36 原単価 9 2 数値 35 43 9 9(7)v99 20
37 売単価 7 数値 44 50 7  9(7) 21
38 原価金額 10 数値 51 60 10 原単価＊数量 (小数点以下切り捨て) 22
39 売価金額 10 数値 61 70 10 売単価＊数量(小数点以下切り捨て) 23
40 単品コード 13  数値 71 83 13
41 メーカー名 8 文字 84 91 8 カナメーカー名12
42 商品名 16 文字 92 107 16 カナ商品名14
43 規格 8  文字 108 115 8 カナ規格13
44 Ｆｉｌｌｅｒ 13 文字 116 128 13 ’△’固定

（２）印刷データの項目定義
項目再配置の結果データの並び順情報が必要です。
今回、ここではチェーンストア統一伝票ターンアラウンド１型に印刷するためのデータ項目定義が必要なので統一伝票印刷マニュアルから
情報をこーピーしました。STIのＷＥＢ画面からデータ仕様をダウンロードすることもできます。

データ定義 画面 印刷 備考
No. 論理項目名 編集 桁数 属性 IME 編集
1 伝票管理番号 管理用・表

示なし
3 半角数字 なし 読み込むファイルを作成する場合は１ファイル毎・１伝票毎に１か

ら採番してください。

2 行番号
管理用・表
示なし

1 半角数字 なし 読み込むファイルを作成する場合は１伝票毎に１から採番してく
ださい。

3 入力日
管理用・表
示なし

10 半角 なし
yyyy/mm/dd

4 社名 20 半全 ひらがな
5 店名 20 半全 ひらがな
6 社・店コード 12 半英数字 Disable
7 分類コード 4 半数字 Disable
8 伝票区分 2 半全 ひらがな
9 伝票番号 6 半数字 Disable
10 取引先コード 6 半数字 Disable
11 取引先名（上段） 20 半全 ひらがな
12 取引先名（下段） 20 半全 ひらがな
13 年 2 半数字 Disable
14 月 2 半数字 Disable
15 日 2 半数字 Disable
16 納品年 2 半数字 Disable
17 納品月 2 半数字 Disable
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18 納品日 2 半数字 Disable
19 便 3 半英数字 Disable
20 D（上段） 8 半全 ひらがな
21 D（下段） 20 半全 ひらがな
22 E(上段） 20 半全 ひらがな
23 E(下段） 20 半全 ひらがな
24 F 20 半全 ひらがな
25 G(上段） 20 半全 ひらがな
26 G(下段） 20 半全 ひらがな
27 H 15 半全 ひらがな
28 L1 なし
29 数量合計 5 半数字 Disable
30 訂正後数量合計 なし
31 原価金額合計 9 半数字 Disable
32 売価金額合計 9 半数字 Disable

33
訂正後原価金額合計

9 半数字 Disable （４７）訂正数量が１つでも入力されていると(51)の原価金額の合
計金額が自動計算される。この場合(31)原価金額合計はクリアさ

34
訂正後売価金額合計

9 半数字 Disable （４７）訂正数量が１つでも入力されていると(53)の原価金額の合
計金額が自動計算される。この場合(32)売価金額合計はクリアさ

35 備考 30 半全 ひらがな
36 訂正区分あり 1 半全 ひらがな
37 訂正区分なし 1 半全 ひらがな
38 実納品年 なし
39 実納品月 なし
40 実納品日 なし
41 商品名（明細行） 明細行 20 半全 ひらがな
42 コード（明細行） 明細行 13 半数字 Disable
43 入数（明細行） 明細行 6 半全 ひらがな
44 ケース（明細行） 明細行 6 半全 ひらがな
45 単位（明細行） 明細行 3 半全 ひらがな
46 数量（明細行） 明細行 7 半数字 Disable
47 数量（明細行） 明細行 6 半数字 Disable
48 備考（明細行） 明細行 2 半全 ひらがな
49 区分（明細行） 明細行 2 半全 ひらがな
50 原単価（明細行） 明細行 9 半数字 Disable
51 原価金額（明細行） 明細行 8 半数字 Disable (47)訂正数量が未入力の場合は(46)*(50)

(47)訂正数量が入力されている場合は(47)*(50)が自動計算され
52 売単価（明細行） 明細行 6 半数字 Disable
53 備考（売価金額） 明細行 8 半数字 Disable (47)訂正数量が未入力の場合は(46)*(52)

(47)訂正数量が入力されている場合は(47)*(52)が自動計算され
54 数量合計 印刷データ 入力データ、保存データ、蓄積データには存在しない
55 なし なし
56 数量 印刷データ 入力データ、保存データ、蓄積データには存在しない
57 なし なし
58 原単価 印刷データ 入力データ、保存データ、蓄積データには存在しない
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（３）項目再は位置指定
c:\Ap\JCAxlate\replace.exeを起動して指定を行います。
詳細は無償ツールのマニュアル「項目再配置プログラム解説書」をご覧下さい。
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４．３．３　項目間計算
統一伝票印刷プログラムを起動し外部からデータを読み込んだだけでは自動的に売上金額や合計の計算を行いません。
計算は画面表示したときや数量などの数値を変更したときだけです。
そのためバッチ型で処理する場合あらかじめ計算してセットしておく必要があります。
（１）計算

以下の計算を行います。
（１）原価金額＝数量X原単価
（２）売上金額＝数量X売単価
（３）伝票ごとの数量合計
（４）伝票ごとの原価金額合計
（５）伝票ごとの売上金額合計

（２）画面の指定
c:\Ap\JCAxlate\replace.exeを起動して指定を行います。
詳細は無償ツールのマニュアル「CSV項目計算プログラム解説書」をご覧下さい。
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４．３．４　バッチ処理設定
項目再配置、項目間計算、統一伝票印刷をスクリプトに組み込みバッチ処理を行います。
メモ帳を起動して下記の内容を入力してください。
そしてdenpyo.vbsのファイル名でデスクトップに書き出してください。

Set WshShell = WScript.CreateObject("WScript.Shell")
Set Fs=WScript.CreateObject("Scripting.FileSystemObject")
msgbox "印刷開始。ＯＫを押してください。"
'*******************************************************
'  項目再配置
'*******************************************************
'実行フォルダー移動の指定が必要
WshShell.CurrentDirectory = "C:\Ap\JCAXlate"
WshShell.Run "replace.exe  1 DNQ_チェーンストア統一伝票ターンアラウンド用Ⅰ型.csv out_jca\DNQ_STD_JCAOUT.csv
out_replace\DNQ_STD_REPOUT.csv",,True
'*******************************************************
'  項目間計算
'*******************************************************
WshShell.Run "CsvCalc.exe  CsvCalcSTD.cnt",,True
'*******************************************************
'  印刷データの移動
' この例はデモ用sampleにコピーしています。本番ではuserdataに変更してください。
'*******************************************************
Dim datafile
datafile="C:\StiData\CSTA1V2\sample\DNQ_STD_CALCOUT.csv"
If  Fs.FileExists(datafile)=True then
 Fs.DeleteFile datafile
End if
Fs.MoveFile "out_calc\DNQ_STD_CALCOUT.csv" ,datafile
'*******************************************************
'  チェーンストア統一伝票ターンアラウンド１型印刷
'*******************************************************
'実行フォルダー移動の指定が必要
WshShell.CurrentDirectory = "C:\StiData\CSTA1V2"
WshShell.Run "TouitsuProg.exe  1 2 sample\DNQ_STD_CALCOUT.csv",,True
msgbox "印刷完了。ＯＫを押してください。"
Set Fs=Nothing
Set WshShell=Nothing
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４．３．５　通常操作
デスクトップのdennpyo.vbsをダブルクリックして起動してください。
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